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開発プロセスの現状把握と分析， (2) 分析結果に基づく改善策の作成と実行，に分けて実施される。更に， こうした
改善を効果的に実施するためには， (1)の現状把握と分析を定量的かっ客観的に行うことが望まれる。その前提とな
るのが，いわゆる計測である。しかしソフトウェア開発プロセス全体を系統的に計測するための形式的な手法はほ
とんど確立していな L 、。本論文では， ソフトウェア開発プロセス全体を計測するための新しい枠組を提案する。提案
する枠組では，計測されるすべての作業を数学モデルであるペトリネットで表現する口その表現に基づいて， (1)プ




















表現に基づいて， (1)プロセスのモデル化， (2) 評価尺度の決定， (3) データ計測方法の実現， (4) データの収集と
分析，を一貫して行う。引続き，提案したフレームワークの有効性を確認する目的で，大学において実施した時間的
に連続した 2 つのプログラム演習を対象に適用実験を行った。実験では，設計工程における設計方法論の導入がテス
トプロセスにおけるプログラマのデ、バッグ作業に与える影響を定量的に評価しフレームワークの有効性を実証した。
以上のように，本研究はソフトウェアレビ、ュー評価尺度を開発しソフトウェアテストコストの削減に大きく貢献す
ると共に，ソフトウェア開発プロセス改善のためのフレームワークの開発に成功してソフトウェア品質管理，進捗管
理に大きな進歩をもたらしたものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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